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初
夏
の
候
、
消
防
団
の
皆

様
に
は
益
々
御
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
各
地
域
に
お
い

て
献
身
的
な
消
防
団
活
動
に

御
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
、
令
和
３

年
４
月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
、

高
槻
市
消
防
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
微
力
非
才
の
身

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
意

専
心
、
消
防
の
使
命
達
成
に

誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
前

任
者
同
様
、
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ひ
と

え
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
我
が
国
は
、
異
常
気
象

な
ど
に
よ
り
風
水
害
の
局
地

化
・
激
甚
化
は
甚
だ
し
く
、

瞬
く
間
に
大
災
害
に
繋
が
る

状
況
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震

源
と
す
る
巨
大
地
震
発
生
の

消
防
長
就
任
の
挨
拶
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初
夏
の
候
、
消
防
団
の
皆

様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
日

々
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
、
昭
和
60

年
４
月
に
拝
命
し
、
令
和
３

年
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
36

年
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
の

職
に
身
を
置
き
、
ほ
ん
の
一

端
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
社

会
の
安
全
に
寄
与
す
る
仕
事

を
担
当
で
き
た
こ
と
を
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様

方
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
一

方
な
ら
ぬ
御
指
導
と
御
支
援

の
賜
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

消
防
長
に
就
任
し
ま
し
た

平
成
30
年
は
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
災
害
対
応
に
終
始
し
た
１

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

大
阪
府
北
部
地
震
で
は
、

限
ら
れ
た
部
隊
を
い
か
に
被

災
さ
れ
た
方
の
も
と
へ
届
け

る
か
、
そ
の
こ
と
を
最
優
先

に
消
防
団
と
連
携
し
、
対
処

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
第
21
号
で
は
、

北
部
山
間
部
の
風
倒
木
被
害

が
著
し
く
、
特
に
樫
田
地
区

で
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
よ
り

き
め
細
や
か
な
支
援
が
で
き

る
よ
う
、
災
害
発
生
直
後
か

ら
消
防
団
と
連
携
し
対
処
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

　

機
能
別
団
員
（
Ｏ
Ｂ
団
員
）

の
創
設
に
あ
た
り
、
高
槻
市

消
防
団
は
昭
和
22
年
に
設
置

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
地
域
防
災

の
中
核
を
担
う
組
織
と
し
て

そ
の
活
躍
が
市
民
か
ら
も
期

待
さ
れ
て
、
地
域
と
と
も
に

歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
般
、
消
防
団
員
数
の
減

少
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
に
あ
り
、
消
防
団
員

を
確
保
す
る
た
め
、
様
々
な

施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
消
防

団
員
の
十
分
な
確
保
に
至
ら

ず
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
対
す
る
市
民
の

ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
多
様
化

す
る
中
、
大
阪
府
北
部
地
震

の
経
験
も
踏
ま
え
、
こ
れ
か

ら
の
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
し
、
多
様
な
人
材

の
活
用
と
役
割
に
応
じ
た
消

防
団
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
た
結
果
、
消
防
団
の

組
織
再
編
を
行
い
、
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
機
能
別
団

員
の
創
設
に
至
り
ま
し
た
。

　

機
能
別
団
員
の
発
足
に
よ

り
、
消
防
団
が
地
域
防
災
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
地

域
防
災
力
の
更
な
る
充
実
強

化
に
つ
な
が
る
事
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
消
防

団
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
を
的

確
に
と
ら
え
、
消
防
団
の
更

な
る
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ

う
、
引
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
機
能
別
団
員
に
入

団
さ
れ
ま
し
た
37
名
の
方
々

に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を

活
か
し
て
頂
き
消
防
団
員
と

共
に
地
域
防
災
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
10
月
25
日
に
大

阪
府
立
消
防
学
校
で
、
令
和

２
年
度
消
防
団
員
教
育
訓
練

「
基
礎
教
育
A
B
課
程
」
を

受
講
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
マ
ス
ク

着
用
で
の
訓
練
が
始
ま
り
、

午
前
中
は
筒
先
の
背
負
い
方

や
ホ
ー
ス
の
持
ち
方
、
延
長

方
法
な
ど
を
学
び
、
無
駄
の

な
い
動
作
で
消
火
活
動
を
行

え
る
よ
う
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。

　

放
水
訓
練
で
は
、
放
水
態

勢
を
学
び
、
実
際
に
筒
先
を

持
ち
放
水
を
体
験
し
ま
し
た
。

徐
々
に
水
圧
が
上
が
り
、
最

初
は
よ
ろ
け
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と

に
姿
勢
が
安
定
し
、
最
後
は

し
っ
か
り
保
持
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
筒
先
の
交

代
の
仕
方
も
学
び
、
こ
れ
も

無
駄
な
く
入
れ
替
わ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

消
防
団
員

教
育
訓
練

「
基
礎
教
育

A
B
課
程
」

高
槻
市
消
防
長
　
　

松
村
　
賢
一

団
本
部
　
　
　
　
　
　
　
　

副
団
長
　
寺
本
　
幸
司

阿
武
野
分
団
　
土
室
班
　

　
　
団
員
　
津
田
　
　
寛

　

令
和
３
年
２
月
７
日
に
淀

川
河
川
敷
船
着
場
に
て
初
め

て
大
冠
分
団
合
同
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。
野
田
班
で
の

訓
練
は
入
団
後
、
何
回
か
し

て
い
た
の
で
、
何
と
な
く
放

水
や
車
両
点
検
の
流
れ
は
把

握
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
格
的
な
放
水
で
筒
先
を
任

せ
て
頂
い
た
の
は
初
め
て
で
、

緊
張
も
し
て
い
ま
し
た
が
、

先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
無

事
に
綺
麗
な
角
度
で
放
水
が

出
来
、
と
て
も
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

自
宅
に
帰
り
、
訓
練
風
景

を
撮
っ
て
頂
い
た
動
画
を
見

る
と
、
思
っ
て
い
た
以
上
に

ち
ゃ
ん
と
出
来
て
い
て
安
心

し
ま
し
た
。
「
訓
練
の
為
の

消
防
長
退
任
の
挨
拶

機
能
別
団
員
の

創
設
に
つ
い
て

初
め
て
の

合
同
訓
練

富
田
分
団

放
水
訓
練

大
冠
分
団
　
野
田
班
　
　

　
　
団
員
　
前
田
　
弘
樹

　

令
和
２
年
11
月
１
日
に
芥

川
河
川
敷
で
実
施
さ
れ
た

「
富
田
分
団
放
水
訓
練
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
日
頃
の
訓

練
に
は
あ
ま
り
参
加
が
で
き

て
お
ら
ず
、
放
水
訓
練
に
つ

い
て
も
久
し
ぶ
り
の
参
加
で

あ
っ
た
た
め
、
自
然
水
利
を

利
用
し
た
放
水
に
つ
い
て
、

一
連
の
動
作
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
中
で

も
筒
先
に
よ
り
放
水
時
の
反

動
が
異
な
る
こ
と
は
、
説
明

だ
け
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
実
際
に
放
水
を

行
う
こ
と
で
、
身
を
も
っ
て

体
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
長
時
間
に
わ
た
り
、
姿

勢
が
ぶ
れ
ず
に
放
水
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
日
頃
の
訓

練
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。
消
防

団
員
と
し
て
、
昨
今
の
異
常

気
象
に
よ
る
自
然
災
害
の
甚

大
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、
活
動
に
必
要
な
資
機

富
田
分
団
　
　
　
　
　
　

　
　
団
員
　
石
原
　
慎
隆

前
高
槻
市
消
防
長
　
　

野
倉
　
洋
克

関
）
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

宣
言
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
全
世
界
に
脅
威
を
も
た

ら
し
、
我
々
消
防
職
団
員
は
、

災
害
と
も
い
え
る
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
対
応

を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

消
防
職
団
員
の
感
染
防
止

対
策
を
最
重
点
に
お
き
対
処

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
真
摯
な
活
躍
に
よ
っ
て

多
く
の
成
果
を
あ
げ
、
そ
の

結
果
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
員
の
皆
様
と
は
多
く

の
思
い
出
が
あ
り
、
今
後
も

私
の
胸
の
中
に
そ
の
思
い
出

が
残
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
御
厚
意
を
胸
に
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

終
り
に
、
高
槻
市
消
防
団

の
益
々
の
ご
発
展
と
各
団
員

の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、

退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

切
迫
性
が
高
ま
る
な
ど
、
消

防
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
く
、

い
ず
れ
も
重
要
な
も
の
ば
か

り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
消
防
団
と
消

防
本
部
の
強
固
な
連
携
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
消
防
団

と
消
防
本
部
が
一
致
団
結
し
、

市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
と
い
う
消
防
の
責
務

に
応
え
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。
消
防
団
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
、
よ
り
一
層
の
御
支
援
と

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

む
す
び
に
、
高
槻
市
消
防

団
の
益
々
の
御
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

練
習
」
で
は
無
く
実
際
に
火

災
現
場
で
放
水
す
る
と
な
っ

た
時
に
自
分
の
力
を
最
大
限

に
発
揮
出
来
る
よ
う
、
毎
月

の
訓
練
や
予
防
運
動
を
欠
か

さ
ず
に
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
は
若
さ
を
活
か
し
て
消
防

団
活
動
に
貢
献
し
て
行
き
ま

す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

材
等
の
使
い
方
を
学
ぶ
こ
と

や
、
訓
練
に
よ
る
反
復
練
習

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

こ
の
訓
練
で
習
得
し
た
知

識
、
技
能
を
今
後
の
消
防
活

動
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

午
後
か
ら
は
、
「
訓
練
礼

式
」
を
学
び
、
普
段
で
は
あ

ま
り
し
た
事
の
な
い
整
列
、

行
進
、
敬
礼
な
ど
の
動
作
を

行
い
、
つ
ま
先
の
角
度
、
敬

礼
の
腕
の
上
げ
方
な
ど
を
細

か
く
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
ロ
ー
プ
結
索
訓
練

を
学
び
、
結
索
で
締
め
付
け

る
方
法
、

固
定
す
る

方
法
な
ど

数
種
類
教

わ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の

訓
練
を
今

後
の
消
防

活
動
に
活

か
し
た
い

と
思
い
ま

す
。



たかつき消防団だより令和３年６月15日

・
永
年
勤
続
功
労
章

　

米
山　

利
治
（
高
槻
分
団
）

・
消
防
勤
続
功
労
章

　

久
保
田
育
仁
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

　

石
田　

良
紀
（
高
槻
分
団
本
部
）

　

川
中　

健
史
（
三
箇
牧
分
団
本
部
）

・
消
防
功
労
章

　

集　
　

善
一
（
五
領
分
団
本
部
）

　

舩
本　

里
治
（
梶　

原　

班
）

　

福
岡　

博
典
（
安　

満　

班
）

　

城
ヶ
﨑
隆
幸
（
安　

満　

班
）

　

北
川　
　

務
（
赤
大
路
班
）

　

田
中　

才
実
（
奈
佐
原
班
）

　

福
岡　

輝
夫
（
塚　

脇　

班
）

　

平
野　

和
彦
（
原　
　
　
　

班
）

　

河
村　
　

正
（
大
冠
分
団
本
部
）

　

𠮷
田　

幸
嗣
（
東
天
川
班
）

　

津
田　

吉
彦
（
津
之
江
班
）

　

畑
山　

健
児
（
樫
田
分
団
本
部
）

　

久
保　

威
仁
（
二　

料　

班
）

・
精
績
章

　

奥　
　

正
雄
（
団　

本　

部
）

・
功
績
章

　

小
松　

良
一
（
団　

本　

部
）

・
勤
続
章

　

平
城　

昌
彦
（
道　

鵜　

班
）

　

吉
本　

壽
典
（
安　

満　

班
）

　

鈴
木　
　

智
（
津
之
江
班
）

　

中
井　

英
利
（
津
之
江
班
）

　

田
中　

尚
之
（
二　

料　

班
）

・
永
年
勤
続
章

　

石
田　

良
紀
（
高
槻
分
団
本
部
）

　

深
谷　

昌
史
（
高
槻
分
団
）

　

黒
田　

義
幸
（
道　

鵜　

班
）

　

奥
田　

忠
男
（
萩
之
庄
班
）

　

杉
本　

文
夫
（
川
久
保
班
）

　

寺
田　

敏
博
（
塚　

原　

班
）

　

川
上　

敏
弘
（
清
水
分
団
本
部
）

　

今
村　

正
弘
（
大
蔵
司
班
）

　

山
本　

勝
己
（
浦　

堂　

班
）

　

段
野　

俊
之
（
大
冠
分
団
本
部
）

　

髙
島　

良
博
（
大
冠
分
団
本
部
）

　

西
島　
　

務
（
西　

冠　

班
）

　

橋
長　
　

亘
（
野　

田　

班
）

　

小
西　

一
斉
（
大　

塚　

班
）

　

井
上　

忠
宏
（
東
天
川
班
）

　

小
林　

卓
也
（
如
是
分
団
本
部
）

　

石
田　

賢
司
（
津
之
江
班
）

　

髙
木　

伸
二
（
津
之
江
班
）

　

川
中　

健
史
（
三
箇
牧
分
団
本
部
）

　

長
野　
　

孝
（
唐　

崎　

班
）

　

中
尾　
　

誠
（
唐　

崎　

班
）

・
勤
続
章

　

坂
上　

孝
一
（
高
槻
分
団
）

　

塩
見　

友
明
（
芥
川
分
団
）

団
本
部

　

副
団
長　
　

寺
本　

幸
司

如
是
分
団

　

分
団
長　
　

髙
科　

久
雄

　
　
　
　

令
和
３
年
１
月
27
日
付

団
本
部

　

班
長　
　
　

森
川　

恵
子

　

班
長　
　
　

花
木　

周
子

五
領
分
団

　

班
長　
　
　

岩
本　

光
弘

　

班
長　
　
　

入
江　
　

修

　

班
長　
　
　

西
谷　

保
則

　

班
長　
　
　

南
本　

直
喜

磐
手
分
団

　

部
長　
　
　

加
賀
山　

元

　

班
長　
　
　

井
上　

長
博

阿
武
野
分
団

　

班
長　
　
　
　

田　

信
力

　

班
長　
　
　

髙
岡　

一
平

　

班
長　
　
　

長
尾　

伸
弘

清
水
分
団

　

班
長　
　
　

渡
邉　
　

真

大
冠
分
団

　

分
団
長　
　

髙
島　

良
博

　

眞
田　

康
平
（
道　

鵜　

班
）

　

南
本　

直
喜
（
梶
原
南
班
）

　

福
岡　

博
典
（
安　

満　

班
）

　

深
海　

和
成
（
別　

所　

班
）

　

井
上　

重
和
（
古
曽
部
班
）

　

衣
笠　

和
典
（
宮　

田　

班
）

　

𠮷
田　

徳
男
（
氷　

室　

班
）

　

氏
原　

健
司
（
清
水
分
団
本
部
）

　

藤
木　

明
彦
（
原　
　
　
　

班
）

　

井
川　
　

勲
（
萩　

谷　

班
）

　

河
村　
　

正
（
大
冠
分
団
本
部
）

　

浅
田　

雅
敏
（
野　

田　

班
）

　

河
中　

勢
一
（
東
天
川
班
）

　

平
井　

修
隆
（
津
之
江
班
）

　

横
山　

直
樹
（
庄　

所　

班
）

　

古
川　
　

昇
（
西　

面　

班
）

　

西
田　

明
充
（
唐　

崎　

班
）

　
　

木　

英
吉
（
富
田
分
団
）

　

畑
山　

健
児
（
樫
田
分
団
本
部
）

　

久
保　

威
仁
（
二　

料　

班
）

・
勤
功
章

　

根
本　

隆
子
（
団　

本　

部
）

　

西　
　

寿
博
（
高
槻
分
団
）

　

入
江　
　

修
（
道　

鵜　

班
）

　

西
村　

直
喜
（
道　

鵜　

班
）

　

平
井　

浩
二
（
安　

満　

班
）

　

田
中　

雄
一
（
山　

手　

班
）

　

大
西　

章
弘
（
成　

合　

班
）

　

波
羅　

富
春
（
塚　

原　

班
）

　

田
中　

秀
和
（
氷　

室　

班
）

　

岡
村　

光
功
（
土　

室　

班
）

　

山
中　

英
樹
（
西
之
川
原
班
）

　

奥
野　
　

浩
（
原　
　
　
　

班
）

　

山
本　
　

健
（
浦　

堂　

班
）

　

鈴
木　

貞
幸
（
萩　

谷　

班
）

　

小
西　

俊
也
（
野　

田　

班
）

　

奥
田　

正
雄
（
野　

田　

班
）

　

仲
谷　

智
也
（
芝　

生　

班
）

　

水
谷　
　

誠
（
芝　

生　

班
）

　

藤
𠩤　

一
彦
（
三
島
江
班
）

　

原
水　
　

誠
（
富
田
分
団
）

・
精
勤
章

　

江
藤
由
紀
子
（
団　

本　

部
）

　

二
岡　

辰
也
（
芥
川
分
団
）

　

塚
本　
　

潤
（
萩
之
庄
班
）

　

峯　
　

竜
馬
（
梶
原
南
班
）

　

森
田　

智
彦
（
別　

所　

班
）

　

宮
出　

龍
介
（
古
曽
部
班
）

　

山
野　

勝
利
（
川
久
保
班
）

　

日
野　

建
次
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

　

樋
口　

貢
大
（
霊
仙
寺
班
）

　
　

田　

信
力
（
塚　

原　

班
）

　

氏
原　

順
一
（
西
之
川
原
班
）

　

沖
野　

文
彦
（
西
之
川
原
班
）

　

三
宅　

正
樹
（
原　
　
　
　

班
）

　

川
端
孝
一
郎
（
下
田
部
班
）

　

谷
山　

真
也
（
辻　

子　

班
）

　

田
中　

靖
弘
（
冠　
　
　
　

班
）

　

今
井　

壽
司
（
大　

畑　

班
）

　

中
井　

英
利
（
津
之
江
班
）

　

上
野　

康
弘
（
唐　

崎　

班
）

　

中
道　

勝
成
（
西　

面　

班
）

　

安
井　

智
一
（
柱　

本　

班
）

　

石
原　

慎
隆
（
富
田
分
団
）

　

神
部　

義
啓
（
田　

能　

班
）

・
精
績
章
２
号
表
彰

　

河
野　

通
博
（
高
槻
分
団
）

　

中
田　

茂
晴
（
高
槻
分
団
）

　

福
岡　

博
典
（
安　

満　

班
）

　

東　
　

輝
夫
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

　

山
中　

英
樹
（
西
之
川
原
班
）

　

三
宅　

正
樹
（
原　
　
　
　

班
）

　

福
岡　

輝
夫
（
塚　

脇　

班
）

　

宮
本　

英
稔
（
野　

田　

班
）

　

浅
田　

雅
敏
（
野　

田　

班
）

　

宮
本　

正
巳
（
野　

田　

班
）

　

久
保　

充
弘
（
西　

面　

班
）

　

西
田　

明
充
（
唐　

崎　

班
）

　

高
木　

秀
之
（
富
田
分
団
）

　

北
島
慎
太
郎
（
田　

能　

班
）

　

神
部　

義
啓
（
田　

能　

班
）

　

こ
の
度
、
真
上
班
の
消
防

ポ
ン
プ
格
納
庫
の
建
て
替
え

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

度
重
な
る
大
型
台
風
に
よ
っ

て
屋
根
に
穴
が
開
い
て
し
ま

い
、
数
年
前
に
補
修
工
事
は

し
た
も
の
の
、
建
屋
の
全
体

的
な
強
度
に
不
安
を
感
じ
て

い
ま
し
た
の
で
、
大
字
真
上

財
産
区
の
皆
様
に
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
建
て
替
え

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
初

め
て
の
事
ば
か
り
で
遅
れ
な

委
員
長　

五
領　
　

森
本　

昌
宏

副
委
員
長　

樫
田　
　

渡
邊　

美
広

委　
　

員　

高
槻　
　

笠
矢　

智
久

　
　
〃　　
　

芥
川　
　

臼
井　

秀
典

　
　
〃　　
　

磐
手　
　

藤
松　

元
治

　
　
〃　　
　

阿
武
野　

𠮷
田　

博
道

　
　
〃　　
　

清
水　
　

氏
原　

健
司

　
　
〃　　
　

大
冠　
　

中
濱　
　

博

　
　
〃　　
　

如
是　
　

平
井　

修
隆

　
　
〃　　
　

三
箇
牧　

辻　
　

嘉
英

　
　
〃　　
　

富
田　
　

住
田　

昇
治

　
　
〃　　
　

団
本
部　

小
林　

和
子

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
　
　
　
　

団
本
部　

寺
本　

幸
司

表　

彰

た
か
つ
き
消
防
団
だ
よ
り

編
集
委
員

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰

消
防
団
長
表
彰

昇
　
　
任
　
　
者

退
　
　
団
　
　
者

入
　
　
団
　
　
者

機
能
別
入
団
者

大
阪
府
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

大
阪
府
消
防
協
会
長
表
彰

　

副
分
団
長　

前
田　

浩
治

　

部
長　
　
　

長
谷
川
忠
良

　

班
長　
　
　

浅
田　

雅
敏

如
是
分
団

　

副
分
団
長　

平
井　

修
隆

　

副
分
団
長　

藤
原　
　

宏

　

班
長　
　
　

北
島　

泰
介

三
箇
牧
分
団

　

部
長　
　
　

中
内　

卓
次

　

班
長　
　
　

中
尾　
　

誠

富
田
分
団

　

分
団
長　
　

西
村　

裕
幸

　

副
分
団
長　

岡
島　
　

宏

　

部
長　
　
　

原
水　
　

誠

　

班
長　
　
　

井
上　

敬
之

樫
田
分
団

　

班
長　
　
　

鳴
川　
　

宏

　
　

令
和
３
年
４
月
１
日
付

団
本
部

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

照
子

　
　
　
　
　
　

小
椋
り
さ
子

磐
手
分
団

　

安
満
班　
　

早
野　

孝
臣

　

安
満
班　
　

米
澤　

弥
宏

如
是
分
団

　

大
畑
班　
　

有
木　

智
和

三
箇
牧
分
団

　

西
面
班　
　

田
淵　

悠
真

　

唐
崎
班　
　

竒
山　

真
喜

　

三
島
江
班　

田
中　

善
朗

　

三
島
江
班　

松
村　

紀
男

富
田
分
団

　
　
　
　
　
　

松
岡　

幸
一

　
　

令
和
３
年
４
月
１
日
付

芥
川
分
団

　
　
　
　
　
　

一
ノ
瀬
國
秋

　
　
　
　
　
　

若
谷　

俊
之

　
　
　
　
　
　

窪
田　

秀
憲

五
領
分
団

　
　
　
　
　
　

南
本　

清
治

阿
武
野
分
団

　
　
　
　
　
　

田
中　

純
一

　
　
　
　
　
　

坂
井　

弘
之

　
　
　
　
　
　

畑
中　
　

章

　
　
　
　
　
　

寺
田　

義
弘

　
　
　
　
　
　

川
瀬　

和
美

　
　
　
　
　
　

𠮷
田　

秀
也

清
水
分
団

　
　
　
　
　
　

山
本　

勝
一

　
　
　
　
　
　

仁
部　
　

武

　
　
　
　
　
　

中
井　

潤
治

　
　
　
　
　
　

山
本　

順
次

　
　
　
　
　
　

谷
川　

幸
康

　
　
　
　
　
　

久
野　

利
明

大
冠
分
団

　
　
　
　
　
　

𠮷
田　

茂
人

人
事
異
動

清
水
分
団　

真
上
班　
　

　
　
　

団
員　

杉
山　
　

徹

　

30
年
以
上
の
長
き
に
亘
り
、

消
防
活
動
を
支
え
て
く
れ
た

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
で
し

た
が
、
劣
化
に
よ
る
オ
イ
ル

漏
れ
や
２
ス
ト
ロ
ー
ク
エ
ン

ジ
ン
の
排
ガ
ス
に
よ
る
環
境

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
令
和

２
年
８
月
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

新
型
の
ポ
ン
プ
は
排
ガ
ス

も
気
に
な
ら
ず
、
自
動
給
水

機
能
が
付
い
て
お
り
、
操
作

性
も
か
な
り
良
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま

た
、
低
騒

音
な
の
で

放
水
訓
練

の
際
の
指

示
等
も
伝

達
し
や
す

く
な
り
、

訓
練
の
質
も
向
上
し
た
と
感

じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
ポ
ン
プ

更
新
に
御
理
解
と
御
協
力
頂

き
ま
し
た
辻
子
自
治
会
を
は

じ
め
、
消
防
関
係
各
位
の
皆

様
の
力
添
え
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
訓
練
に
励
み
、
地
域

防
災
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

大
冠
分
団　

辻
子
班　
　

　
　

団
員　

谷
山　

真
也

令
和
２
年
11
月
29
日（
日
）

実
施
台
数

　

１
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　
　
　
　
　

２
台

　

２
消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
車　
　
　

53
台

　

３
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車　
　
　
　
　

48
台

実
施
結
果

　

１
消
防
小
型
ポ
ン
プ
関
係

　
　
　

真
空
不
良　
　
　
　
　
　
　
　

３
件

　
　
　

ス
ロ
ッ
ト
ル
レ
バ
ー
不
具
合　

１
件

　

２
防
災
資
機
材
関
係

　
　
　

良
好　

二
重
固
定
の
再
徹
底
依
頼　

　

３
無
線
機
関
係

　
　
　

受
令
機
の
受
信
不
良　
　
　
　

１
機

　
　
　

（
代
替
機
に
て
対
応
）

総
括

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
不
良
等
は
、
修
理
完

了
の
旨
、
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
資
機
材
の
固
定
用
ゴ
ム
バ
ン
ド
に
、

一
部
劣
化
、
ひ
び
割
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

訓
練
時
に
早
め
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

団
本
部　

副
団
長　

鳥
野　

忠
澄

７
月
３
日（
土
）

　

大
阪
の
消
防
大
賞

11
月
３
日（
水
）

　

文
化
の
日
記
念
式
典

11
月
９
日（
火
）〜
15
日（
月
）

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
下
旬　

主
力
機
械
特
別
点
検

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

　

団
本
部　

副
団
長

　

故　

𠮷
田　
　

芳　

様

　
　
　
　
　
　

享
年
六
十
二
歳

令
和
三
年
四
月
十
八
日

　

五
領
分
団　

萩
之
庄
班　

団
員

　

故　

西
本　

裕
幸　

様

　
　
　
　
　
　

享
年
五
十
七
歳

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事

　
　
　
　
　
　

中
島　

秀
志

　
　
　
　
　
　

沼
田　

博
明

　
　
　
　
　
　

中
嶋　

信
康

　
　
　
　
　
　

段
野　

俊
之

　
　
　
　
　
　

中
岡　

哲
夫

　
　
　
　
　
　

河
村　

光
知

　
　
　
　
　
　

小
阪　

和
人

三
箇
牧
分
団

　
　
　
　
　
　

増
井　
　

二

　
　
　
　
　
　

大
浦　

禎
彦

　
　
　
　
　
　

鳥
野　

善
文

　
　
　
　
　
　

長
野　
　

孝

　
　
　
　
　
　

田
邉　

雅
弘

富
田
分
団

　
　
　
　
　
　

山
城　

信
彦

樫
田
分
団

　
　
　
　
　
　

北
島　
　

悟

　
　
　
　
　
　

久
保　

文
男

　
　
　
　
　
　

田
村　

善
治

　
　
　
　
　
　

南
舎　
　

強

　
　
　
　
　
　

西
田　
　

義

　
　
　
　
　
　

浅
野　

久
司

　
　
　
　
　
　

上
中　

貞
信

如
是
分
団

　

庄
所
班　
　

川
﨑　

明
彦

三
箇
牧
分
団

　

唐
崎
班　
　

西
尾　

征
次

　
　

令
和
２
年
12
月
31
日
付

団
本
部

　
　
　
　
　
　

𠮷
田　
　

芳

　
　

令
和
３
年
１
月
26
日
付

五
領
分
団

　

前
島
班　
　

森
本　
　

誠

　
　

令
和
３
年
２
月
14
日
付

三
箇
牧
分
団

　

分
団
本
部　

木
田　

光
男

　
　

令
和
３
年
２
月
28
日
付

清
水
分
団

　

大
蔵
司
班　

古
藤　

正
愛

　
　

令
和
３
年
３
月
24
日
付

阿
武
野
分
団

　

塚
原
班　
　

岸
田　

澄
夫

清
水
分
団

　

原
班　
　
　

藤
木　

明
彦

　

大
蔵
司
班　

大
寺　

正
浩

　
　

令
和
３
年
３
月
31
日
付

五
領
分
団

　

萩
之
庄
班　

西
本　

裕
幸

　
　

令
和
３
年
４
月
18
日
付

芥
川
分
団

　
　
　
　
　
　

河
野　

浩
平

　
　
　
　
　
　

清
水　
　

勉

　
　
　
　
　
　

西
田　

康
浩

　
　

令
和
３
年
４
月
30
日
付

消
防
ポ
ン
プ

格
納
庫
の
建
替
え

を
完
了
し
て

消
防
小
型
動
力

ポ
ン
プ
更
新

令
和
２
年
度
消
防
団
主
力
機
械
特
別
点
検
実
施
結
果
に
つ
い
て

が
ら
も
な

ん
と
か
年

度
内
で
工

事
は
完
了

し
、
肩
の

荷
が
下
り

ま
し
た
。

格
納
庫
の

設
計
で
は
、
様
々
な
災
害
か

ら
消
防
ポ
ン
プ
格
納
庫
と
防

災
資
機
材
を
守
る
た
め
、
鉄

骨
建
築
と
耐
火
性
部
材
に
拘

り
ま
し
た
。
こ
れ
で
地
域
の

防
災
拠
点
と
し
て
永
く
活
用

し
て
い
け
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
大
字
真
上
財
産

区
の
皆
さ
ま
、
消
防
本
部
の

皆
さ
ま
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


